
船舶事故調査報告書 

平成３０年１０月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成３０年６月２３日 ２０時１２分ごろ 

発生場所 沖縄県那
な

覇
は

港新港第１防波堤付近の消波ブロック 

 那覇港新港第１防波堤北灯台から真方位２０１°９０ｍ付近 

（概位 北緯２６°１５.２′ 東経１２７°３９.４′） 

事故の概要  貨物船佑
ゆう

勝
しょう

丸は、入航中、消波ブロックに衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年６月２５日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 佑勝丸、総トン数 ４９９トン 

１４０１９７、芙蓉海運株式会社、独立行政法人鉄道建設・運輸施

設整備支援機構 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 球状船首に凹損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風速 約６.５m/s（最大瞬間風速 

約８.７m/s）、視界 良好 

海象：波向 北、波高 約０.６５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過 本船は、船長ほか５人が乗り組み、那覇港に入港する目的で、船長

が単独の船橋当直に当たってレーダーを０.７５～１海里レンジに設

定し、同港北方沖を約１０.３ノット（kn）の速力（対地速力、以下

同じ。）で同港の倭
やまと

口に向けて南進した。 

本船は、平成３０年６月２３日２０時０５分ごろ、浦添第１防波堤

北西方沖で微速力前進として減速し、乗組員５人が船首及び船尾の配

置について係留索等の入港準備を開始した。 

船長は、倭口において、那覇港浦添第１防波堤西仮設灯台の灯光を

左舷方に見る状態で左転する際、南方からの風浪を受けていたので浦

添第１防波堤の方に圧流されると思い、同防波堤を目視しながら距離

を保とうとして左舵を取り、しばらくして左舵一杯とした。 

船長は、船首方に浦添ふ頭の出入口にある那覇港浦添灯浮標の灯光

が見え、左舷船首至近に那覇港新港第１防波堤北灯台の灯光を認めて

新港第１防波堤に接近していることを知り、主機を全速力後進とした

ものの、２０時１２分ごろ球状船首が同防波堤付近の消波ブロックに

衝突した。 

本船は、消波ブロックから離れた後、自力で航行して浦添ふ頭に着

岸した。 

本船の喫水は、船首約２.７３ｍ、船尾約４.５０ｍであった。 



本船の海上公試運転成績書によれば、載荷状態時において速力 

１３.８kn で、舵角３５°として左旋回したとき、旋回径は２２３ｍ

であり、左旋回して回頭角度が９０°となるまでの所要時間が４８.

３８秒である。 

海図Ｗ２４３（那覇港）によれば、那覇港北部は、北側の東西方向

に延びる浦添第１防波堤、西側の南北方向に延びる新港第１防波堤、

南側及び東側の陸岸によって囲まれ、浦添第１防波堤西端と新港第１

防波堤北端によって形成された幅約５００ｍの倭口の水路がある。 

船長は、本事故当時、レーダー及びＧＰＳプロッターを見ていなか

った。 

船長は、浦添ふ頭における入航操船の経験が４回程度であり、夜間

に入航した経験はなかった。 

分析 本船は、那覇港に入航中、南方からの風浪を受けながら浦添第１防

波堤西端を左舷方に見る状態で左転する際、船長が、同防波堤との距

離を保つことに注意を向け、周囲の見張りを適切に行っていなかった

ことから、同防波堤南方にある那覇港新港第１防波堤に接近している

ことに気付くのが遅れ、主機を全速力後進としたものの、那覇港新港

第１防波堤付近の消波ブロックに衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、那覇港に入航中、南方からの風浪を受けながら浦

添第１防波堤西端を左舷方に見る状態で左転する際、船長が、同防波

堤との距離を保つことに注意を向け、周囲の見張りを適切に行ってい

なかったため、同防波堤南方にある那覇港新港第１防波堤に接近して

いることに気付くのが遅れ、主機を全速力後進としたものの、那覇港

新港第１防波堤付近の消波ブロックに衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・夜間に港内を航行する場合は、特定の対象に注意を向け過ぎるこ

となく、常時適切な周囲の見張りを行うこと。 

 


